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グローバル化時代を見据え、より広い視野（GLOBAL）で、かつ、地元愛（LOCAL）にあふれる生徒を育成する 

 
 

 「時津町立鳴北中学校 

「令和７年度「学校だより「No.16 

令和７年１２月１２日 
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 毎年１２月になると、多くの学校でＣ人権集会 が行われます。
これは、昭和２３年に国連総会で「Ｃ世界人権宣言 が採択され、日
本では昭和２４年から１２月４日から１０日を「Ｃ人権週間 と定め
たことに由来するものと思われます。 
 もちろん、Ｃ人権 はその期間だけ意識したり、大切にしたりするもの
ではありません。私は、この時期に、Ｃ人権 について改めて深く考え、
これまでの自分よりさらに高い人権意識を持ってもらいたいと願ってい
ます。 
そして、本校では、１２月４日（木）に人権集会を開催しました。イ

ンフルエンザ等の予防のため、リモート開催となりましたが、人権・平
和委員が中心となって会を運営してくれました。 
特に今年は、１０月末に日本ユニセフ協会の方がお越しになり、子ど

もの権利条約や世界の子どもたちの現状を学ぶことができました。今回
の人権集会でも、その学びを生かした発表があり、Ｃ人権 と同時に
ＣGLOCAL の意識も高まってきているとうれしく思います。 

鳴北中学校がコミュニティスクール(以下、CS)の指定を受け、今
年で５年目です。昨年から不定期ではありますが、定例の学校運営
協議会とは別に、委員の皆さんと本校生徒との懇談会を設けていま
す。今回は、３年生が３学期に取り組む予定である「Ｃ地域貢献活動 
の実施に向けて、各地区のリーダーが参加し、生徒の意見を CS 委員
の方々に聞いてもらい、協力をお願いしたり、さらに良い案をいた
だいたりしました。 
今回の懇談会で話し合っ

たことは、今後、３年生の総
合的な学習の時間でさらに
深め、３月の実施へと進めて
いく予定です。 

 
 

給食部は、昨年からいち早くＣGLOCAL な活動に取り組んで
きました。ＣGLOCAL 給食 はすでに定着し、毎月、外国や国内の
様々な地域にスポットを当て、私たちに料理だけではなく、そ
の文化的な背景などを紹介してくれていま
す。今回、新たな取組で「Ｃ様々な地域の料理 
を各フロアの階段などに掲示していいます。
これまで「ＣGLOCAL 給
食 で紹介されてい
ない国や地域の情
報があるので、とて
も勉強になります。 

Ｃ人権 について考える！ 

コミュニティスクール委員と生徒との懇談会！ 

給食部の取組Ｃ様々な地域の料理を調べてみよう！  


